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(57)【要約】
【課題】装置本体を巨大化させることなく、種々のオプ
ションユニットを選択的に装着可能とする。
【解決手段】紙幣取扱装置１は、装置本体１０の上部で
前後方向に紙幣を搬送する入出金側搬送路Ｐ１と、装置
本体の後面側で上下方向に紙幣を搬送する識別搬送路Ｐ
３と、識別搬送路より装置本体の内側で上下方向に紙幣
を搬送する収納側搬送路Ｐ７と、入出金側搬送路と識別
搬送路の双方に連通する中間搬送路Ｐ２と、入出金側搬
送路から分岐して収納側搬送路の上端と連通する連通部
Ｐ９と、識別搬送路内に配置された識別部１７と、収納
側搬送路内に配置された紙幣収納庫（２１、２３、２５
）と、を備え、中間搬送路を含む着脱ユニット４０を装
置本体から着脱可能とすると共に、中間搬送路と該中間
搬送路から分岐した延長搬送路１１３とを有し装置本体
に着脱可能とした第一のオプションユニット１００と交
換可能とした。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体の上部に配置され、前後方向に紙幣を搬送する上部側紙幣搬送路と、
　前記装置本体の後面側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する後面側紙幣搬送路と、
　前記後面側紙幣搬送路より前記装置本体の内側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する
内側紙幣搬送路と、
　前記上部側紙幣搬送路と前記後面側紙幣搬送路との間に配置されて両搬送路と連通する
中間搬送路と、
　前記後面側紙幣搬送路の下端と前記内側紙幣搬送路の下端とを連通する折り返し搬送路
と、
　前記上部側紙幣搬送路から分岐して前記内側紙幣搬送路の上端と連通する連通部と、
　前記後面側紙幣搬送路を通過する紙幣を識別する識別部と、
　前記内側紙幣搬送路を搬送される紙幣を受け容れたり、収容した紙幣を前記内側紙幣搬
送路に出金する紙幣収納部と、
を備えた紙幣取扱装置であって、
　前記中間搬送路を含む着脱ユニットを前記装置本体から着脱可能とすると共に、
　前記中間搬送路と該中間搬送路から分岐した延長搬送路とを有し前記装置本体に着脱可
能とした第一のオプションユニットを、前記着脱ユニットと交換可能としたことを特徴と
する紙幣取扱装置。
【請求項２】
　前記第一のオプションユニットは、前記延長搬送路から紙幣を内部に受け容れ、及び／
又は、前記延長搬送路へ紙幣を繰り出す少なくとも１つのオプション本体を更に備えたこ
とを特徴とする請求項１に記載の紙幣取扱装置。
【請求項３】
　前記オプション本体の１つが、入金された紙幣を取り込む入金部を備えたことを特徴と
する請求項２に記載の紙幣取扱装置。
【請求項４】
　前記第一のオプションユニットは、前記装置本体の後面側に配置されて、入金された紙
幣を前記延長搬送路内に取り込み、及び／又は、前記装置本体からの紙幣を前記延長搬送
路を介して出金する後面入出金部を備えたことを特徴とする請求項１に記載の紙幣取扱装
置。
【請求項５】
　前記第一のオプションユニットは、前記装置本体の後面側に配置されて、入金された紙
幣を前記延長搬送路内に取り込み、及び／又は、前記装置本体からの紙幣を前記延長搬送
路を介して出金する後面入出金部を備えたものであり、
　前記装置本体の前面側に配置されて前記上部側紙幣搬送路の前部と連通する連通口を備
え、該連通口を介して前記上部側紙幣搬送路からの紙幣を内部に受け容れ、及び／又は、
前記入出金側搬送路へ紙幣を繰り出す第二のオプションユニットを備えたことを特徴とす
る請求項１に記載の紙幣取扱装置。
【請求項６】
　前記第二のオプションユニットは、後面側から入金された紙幣を受け容れる後面入金部
を備え、該後面入金部から内部に受け容れた前記紙幣を前記連通口を介して前記上部側紙
幣搬送路に繰り出すことを特徴とする請求項５に記載の紙幣取扱装置。
【請求項７】
　装置本体の上部に配置され、前後方向に紙幣を搬送する上部側紙幣搬送路と、
　前記装置本体の後面側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する後面側紙幣搬送路と、
　前記後面側紙幣搬送路より前記装置本体の内側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する
内側紙幣搬送路と、
　前記上部側紙幣搬送路と前記後面側紙幣搬送路との間に配置されて両搬送路と連通する
中間搬送路と、
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　前記後面側紙幣搬送路の下端と前記内側紙幣搬送路の下端とを連通する折り返し搬送路
と、
　前記上部側紙幣搬送路から分岐して前記内側紙幣搬送路の上端と連通する連通部と、
　前記後面側紙幣搬送路を通過する紙幣を識別する識別部と、
　前記内側紙幣搬送路を搬送される紙幣を受け容れたり、収容した紙幣を前記内側紙幣搬
送路に出金する紙幣収納部と、
を備えた紙幣取扱装置であって、
　前記中間搬送路から分岐して前記装置本体外面に設けた開口部へ延びる接続搬送路と、
　前記装置本体に着脱可能とした第三のオプションユニットとを備え、
　前記第三のオプションユニットは、前記装置本体に装着したときに前記開口部を介して
前記接続搬送路と連通する延長搬送路を有していることを特徴とする紙幣取扱装置。
【請求項８】
　前記開口部は前記装置本体後面側に開口しており、
　前記第三のオプションユニットは、前記装置本体の後面側に配置され、入金された紙幣
を前記延長搬送路内に取り込み、及び／又は、前記装置本体からの紙幣を前記開口部及び
前記延長搬送路を介して出金する後面入出金部を備えたことを特徴とする請求項７に記載
の紙幣取扱装置。
【請求項９】
　前記紙幣収納部を構成すると共に前記装置本体の最下部に配置した紙幣の受け容れ専用
の第一の非還流式紙幣収納庫と、前記装置本体の底面に設けた開口と、を備え、
　第一の非還流式紙幣収納庫を、前記第一の非還流式紙幣収納庫よりも大容量であり、且
つ前記開口から下方に突出する第二の非還流式紙幣収納庫と交換可能としたことを特徴と
する請求項１乃至７のいずれかに記載の紙幣取扱装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は投入された紙幣を収納したり、収納した紙幣を機外に出金する機能を備えた紙
幣取扱装置の改良に関し、特に各種の機能を有する交換可能なユニットを自在に着脱する
ことにより、所望の機能を選択的に付加できる紙幣取扱装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、種々のオプションユニットを装置本体に装着して、様々な機能を付加できるよう
にした紙幣取扱装置が知られている。
　例えば、特許文献１には、筐体内にオプションユニットを装着可能なスペースであるオ
プション装着部を備えた紙幣取扱装置が記載されている。オプション装着部には、オプシ
ョンユニットとして、一時保留部や、紙幣回収カセット、或いは追加的に設けられる紙幣
収納部等を選択的に装着できる。このような構成を備えることにより、様々な市場ニーズ
に対応することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－４４６４６公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載の紙幣取扱装置においては、オプション装着部が筐体内に固
定的に配置されているため、装着可能なオプションユニットの種類及び数量がオプション
装着部の形状又は大きさによって制限される。また、オプションユニットを装着しない場
合、オプション装着部は紙幣取扱装置に内在する不要な空間であり、オプション装着部が
設けられていることが原因で紙幣取扱装置が巨大化するという問題があった。
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　本発明は上述の事情に鑑みてなされたものであり、装置本体を巨大化させることなく、
種々のオプションユニットを選択的に装着可能な紙幣取扱装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、装置本体の上部に配置され、
前後方向に紙幣を搬送する上部側紙幣搬送路と、前記装置本体の後面側に配置され、上下
方向に紙幣を搬送する後面側紙幣搬送路と、前記後面側紙幣搬送路より前記装置本体の内
側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する内側紙幣搬送路と、前記上部側紙幣搬送路と前
記後面側紙幣搬送路との間に配置されて両搬送路と連通する中間搬送路と、前記後面側紙
幣搬送路の下端と前記内側紙幣搬送路の下端とを連通する折り返し搬送路と、前記上部側
紙幣搬送路から分岐して前記内側紙幣搬送路の上端と連通する連通部と、前記後面側紙幣
搬送路を通過する紙幣を識別する識別部と、前記内側紙幣搬送路を搬送される紙幣を受け
容れたり、収容した紙幣を前記内側紙幣搬送路に出金する紙幣収納部と、を備えた紙幣取
扱装置であって、前記中間搬送路を含む着脱ユニットを前記装置本体から着脱可能とする
と共に、前記中間搬送路と該中間搬送路から分岐した延長搬送路とを有し前記装置本体に
着脱可能とした第一のオプションユニットを、前記着脱ユニットと交換可能としたことを
特徴とする。
【０００６】
　請求項２に記載の発明は、前記第一のオプションユニットは、前記延長搬送路から紙幣
を内部に受け容れ、及び／又は、前記延長搬送路へ紙幣を繰り出す少なくとも１つのオプ
ション本体を更に備えたことを特徴とする。
　請求項３に記載の発明は、前記オプション本体の１つが、入金された紙幣を取り込む入
金部を備えたことを特徴とする。
　請求項４に記載の発明は、前記第一のオプションユニットは、前記装置本体の後面側に
配置されて、入金された紙幣を前記延長搬送路内に取り込み、及び／又は、前記装置本体
からの紙幣を前記延長搬送路を介して出金する後面入出金部を備えたことを特徴とする。
　請求項５に記載の発明は、前記第一のオプションユニットは、前記装置本体の後面側に
配置されて、入金された紙幣を前記延長搬送路内に取り込み、及び／又は、前記装置本体
からの紙幣を前記延長搬送路を介して出金する後面入出金部を備えたものであり、前記装
置本体の前面側に配置されて前記上部側紙幣搬送路の前部と連通する連通口を備え、該連
通口を介して前記上部側紙幣搬送路からの紙幣を内部に受け容れ、及び／又は、前記入出
金側搬送路へ紙幣を繰り出す第二のオプションユニットを備えたことを特徴とする。
　請求項６に記載の発明は、前記第二のオプションユニットは、後面側から入金された紙
幣を受け容れる後面入金部を備え、該後面入金部から内部に受け容れた前記紙幣を前記連
通口を介して前記上部側紙幣搬送路に繰り出すことを特徴とする。
【０００７】
　請求項７に記載の発明は、装置本体の上部に配置され、前後方向に紙幣を搬送する上部
側紙幣搬送路と、前記装置本体の後面側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する後面側紙
幣搬送路と、前記後面側紙幣搬送路より前記装置本体の内側に配置され、上下方向に紙幣
を搬送する内側紙幣搬送路と、前記上部側紙幣搬送路と前記後面側紙幣搬送路との間に配
置されて両搬送路と連通する中間搬送路と、前記後面側紙幣搬送路の下端と前記内側紙幣
搬送路の下端とを連通する折り返し搬送路と、前記上部側紙幣搬送路から分岐して前記内
側紙幣搬送路の上端と連通する連通部と、前記後面側紙幣搬送路を通過する紙幣を識別す
る識別部と、前記内側紙幣搬送路を搬送される紙幣を受け容れたり、収容した紙幣を前記
内側紙幣搬送路に出金する紙幣収納部と、を備えた紙幣取扱装置であって、前記中間搬送
路から分岐して前記装置本体外面に設けた開口部へ延びる接続搬送路と、前記装置本体に
着脱可能とした第三のオプションユニットとを備え、前記第三のオプションユニットは、
前記装置本体に装着したときに前記開口部を介して前記接続搬送路と連通する延長搬送路
を有していることを特徴とする。
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　請求項８に記載の発明は、前記開口部は前記装置本体後面側に開口しており、前記第三
のオプションユニットは、前記装置本体の後面側に配置され、入金された紙幣を前記延長
搬送路内に取り込み、及び／又は、前記装置本体からの紙幣を前記開口部及び前記延長搬
送路を介して出金する後面入出金部を備えたことを特徴とする。
　請求項９に記載の発明は、前記紙幣収納部を構成すると共に前記装置本体の最下部に配
置した紙幣の受け容れ専用の第一の非還流式紙幣収納庫と、前記装置本体の底面に設けた
開口と、を備え、第一の非還流式紙幣収納庫を、前記第一の非還流式紙幣収納庫よりも大
容量であり、且つ前記開口から下方に突出する第二の非還流式紙幣収納庫と交換可能とし
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、中間搬送路に接続されて装置本体外へ延びる延長搬送路を有したオプ
ションユニットを、装置本体の外部に着脱可能に装着できるので、装置本体を巨大化させ
ることなく、種々のオプションユニットを選択的に装着可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態に係る紙幣取扱装置の内部構成を示す概略縦断面図である。
【図２】（ａ）～（ｄ）は、入金時の基本動作を説明する図である。
【図３】（ａ）～（ｃ）は、出金時の基本動作を説明する図である。
【図４】（ａ）～（ｃ）は、オプションユニットを装置本体の上方に設置する機能拡張例
を示す図である。
【図５】（ａ）～（ｃ）は、後面運用の例を示す図である。
【図６】（ａ）、（ｂ）は、第二の実施形態に係る紙幣取扱装置のオプションユニット装
着例を示す図である。
【図７】（ａ）、（ｂ）は、オプションユニットの他の構成例を示す図である。
【図８】紙幣収納庫の容量を拡大する機能拡張例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明を図に示した実施形態を用いて詳細に説明する。但し、この実施形態に記
載される構成要素、種類、組み合わせ、形状、その相対配置などは特定的な記載がない限
り、この発明の範囲をそれのみに限定する主旨ではなく単なる説明例に過ぎない。
【００１１】
　以下、本発明の実施形態を詳細に説明する。
〔紙幣取扱装置の基本的な構成〕
　図１は、本発明の一実施形態に係る紙幣取扱装置の内部構成を示す概略縦断面図である
。
　紙幣取扱装置１は、例えば電鉄の駅への入場券の自動販売機（券売機）に装備されて紙
幣の受入れ処理、及び釣銭等としての紙幣の払出し処理等を行う機能を有する。
　紙幣取扱装置１は、筐体１１と、筐体１１の前面側に配置されて利用者が投入した紙幣
を受け入れ、又は、釣り銭等を払い出す入出金部１３と、筐体１１内部に配置されて、入
出金部１３から入金された紙幣の搬送位置を搬送路の幅方向中央部に矯正するセンタリン
グ部１５と、入出金部１３から入金された紙幣の金種、真贋を判定する識別部１７と、識
別部１７により釣り札として還流使用可能な金種の紙幣（還流紙幣）であると判定された
紙幣を収納し、出金要求に応じて紙幣を一枚ずつ繰り出す第一還流式紙幣収納庫２１及び
第二還流式紙幣収納庫２３と、第二還流式紙幣収納庫２３の下方に配置されて、釣り札と
して使用されない高額紙幣等の非還流紙幣を収納する非還流式紙幣収納庫２５と、入金時
には非還流紙幣のエスクロ保留庫として機能し、出金前には出金紙幣を一時保留する出金
保留庫として機能する第一紙幣保留ドラム２７と、第一還流式紙幣収納庫２１又は第二還
流式紙幣収納庫２３から繰り出されて、出金時に識別部１７において出金不能と判定され
た出金リジェクト紙幣を一時保留する第二紙幣保留ドラム２９と、紙幣を搬送する紙幣搬
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送路（Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７、Ｐ９）と、これらを制御する図示しない制御手段
と、を概略備えている。
【００１２】
　紙幣搬送路は、装置本体１０の上部に配置され、入出金部１３から後方（装置本体内部
方向）へ延びて前後方向に紙幣を搬送する入出金側搬送路Ｐ１（上部側紙幣搬送路）と、
入出金側搬送路Ｐ１の後端部に連通状態で接続された中間搬送路Ｐ２と、装置本体１０の
後面側に配置され、中間搬送路Ｐ２に連通接続されて上下方向に紙幣を搬送する識別搬送
路Ｐ３（後面側紙幣搬送路）と、識別搬送路Ｐ３よりも装置本体１０の内側（前部側）に
配置され、上下方向に紙幣を搬送する収納側搬送路Ｐ７（内側紙幣搬送路）と、を備える
。識別部１７は、識別搬送路Ｐ３を通過する紙幣を識別する。
【００１３】
　また、紙幣搬送路は、識別搬送路Ｐ３の下端と収納側搬送路Ｐ７の下端とを連通する折
り返し搬送路Ｐ５と、入出金側搬送路Ｐ１から分岐して収納側搬送路Ｐ７の上端と連通す
る連通部Ｐ９と、を備える。なお、中間搬送路Ｐ２は、入出金側搬送路Ｐ１と識別搬送路
Ｐ３との間に配置されており、両搬送路と連通する。
　更に紙幣搬送路は収納側搬送路Ｐ７から分岐して第一還流式紙幣収納庫２１、第二還流
式紙幣収納庫２３、及び非還流式紙幣収納庫２５の内部と夫々連通する分岐搬送路Ｐ７１
、Ｐ７２、Ｐ７３と、を備える。第一還流式紙幣収納庫２１、第二還流式紙幣収納庫２３
、及び非還流式紙幣収納庫２５は紙幣収納部を構成し、紙幣収納部は収納側搬送路Ｐ７を
搬送される紙幣を各分岐搬送路を介して受け容れたり、収容した紙幣を収納側搬送路Ｐ７
に出金する。
【００１４】
　紙幣搬送路は以上の構成の他、紙幣を搬送するローラ、ベルト類、及びギヤ類と、これ
らを駆動するモータと、を備えている。なお、図中符号Ｐ１０は、分岐ゲートである。
　紙幣を搬送するローラ、ベルト類、及びギヤ類を駆動するモータは、上記制御手段によ
って制御される。
　制御手段は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）、及
びＲＡＭ（Random Access Memory）を備えた汎用のマイクロコンピュータである。ＣＰＵ
がＲＯＭに記憶されたプログラムを読み出してＲＡＭに展開して実行することにより、制
御手段は紙幣取扱装置１の各部の動作を制御する。
　また、第一紙幣保留ドラム２７と第二紙幣保留ドラム２９は、入出金側搬送路Ｐ１に沿
って配置されている。
【００１５】
＜各部の基本機能＞
　入出金側搬送路Ｐ１は、入金時には紙幣を一枚ずつ筐体１１内に搬送し、出金時には紙
幣を複数枚重ねて筐体１１外へ向けて搬送する機能を有する。このため、紙幣取扱装置１
においては、入金部と出金部とが入出金部１３として共通化されており、不正行為に強い
レイアウトとなっている。
　仮に入金部と出金部が別個に設けられた装置構成では、悪意ある第三者が出金口に詰め
物等をして閉塞させた場合、紙幣の入金は可能であるが、紙幣の出金時にはエラーが発生
する。これを知らずに出金操作をした顧客がエラーの発生を係員に知らせようとして装置
から離れた隙に、第三者が詰め物を除去して出金紙幣を抜き取ってしまう事態が起こりう
る。本実施形態に係る紙幣取扱装置１においては入金部と出金部が共通化されているため
、入出金部１３を閉塞させると入金も出金もできなくなることから、上記のような紙幣の
不正抜き取りを効果的に防止できる。
【００１６】
　センタリング部１５は、サイズの異なる各種紙幣の搬送位置を識別搬送路Ｐ３の幅方向
中央部に矯正（センタリング）して、これらの紙幣を確実に搬送し、また後段の識別部１
７において確実に識別できるようにする。
　識別部１７は、入出金部１３から入金されて搬送される紙幣の識別の他、第一還流式紙
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幣収納庫２１及び第二還流式紙幣収納庫２３から繰り出されて搬送される紙幣の識別を行
う。前者の場合、識別部１７は識別搬送路Ｐ３を図中上方から下方向に搬送される紙幣を
識別し、後者の場合、識別部１７は識別搬送路Ｐ３を図中下方から上方向に搬送される紙
幣を識別する。入金時のみならず出金時においても紙幣の識別を行うことにより、信頼性
を向上させる。
【００１７】
　紙幣収納装置である第一還流式紙幣収納庫２１、第二還流式紙幣収納庫２３、及び、非
還流式紙幣収納庫２５は、筐体１１の前面に設けた開口から、筐体１１外へ引出したり、
筐体１１内に収納自在に構成されている。
　図示する紙幣取扱装置１においては、第一還流式紙幣収納庫２１としてフィルム式の二
金種対応小・中容量還流式紙幣収納装置を配置し、第二還流式紙幣収納庫２３としてロー
ラフリクション式の一金種対応大容量還流式紙幣収納装置を配置している。しかし、紙幣
取扱装置１に装備する紙幣収納装置は、上記のものに限定されるわけではない。二つの還
流式紙幣収納庫に夫々装備する紙幣収納装置の組み合わせによって、対応する金種の数、
収納可能な紙幣の容量を適宜設定可能である。
【００１８】
　第一及び第二紙幣保留ドラム２７、２９は、ドラム状の回転体の外周面に紙幣を重ねて
巻き付けることにより、紙幣を一時保留する。
　第一紙幣保留ドラム２７は、入金された非還流紙幣を一時保留（エスクロ）し、保留終
了後には紙幣束を一括して非還流式紙幣収納庫２５に向けて排出する。また、第一紙幣保
留ドラム２７は、出金時には、出金紙幣を一時保留し、保留終了後には紙幣束を一括して
入出金部１３に向けて排出する。即ち、本実施形態において第一紙幣保留ドラム２７は、
入金時はエスクロドラムとして、出金時は出金保留ドラムとして機能する。
　第二紙幣保留ドラム２９は、出金リジェクト紙幣を一時保留し、保留終了後には紙幣束
を一括して非還流式紙幣収納庫２５に向けて排出する。
　なお、紙幣を一時保留する一時保留庫はドラム式の保留庫に限定されるわけではない。
ドラム式以外の一時保留庫を用いてもよい。
【００１９】
　ここで、出金リジェクト紙幣とは、真券ではあるが紙幣に染み等の汚れや小さな破れ等
の傷みがあり、釣り札として出金するには不適とされる損券、及び、出金時に重送が発生
して出金リジェクトとなった紙幣のことである。
　ここで、出金リジェクト紙幣を保留する専用の紙幣収納庫を設けない紙幣取扱装置では
、出金リジェクト紙幣を非還流式の紙幣収納庫に搬送して収納するが、出金時に重送が発
生して出金リジェクトとなった場合等では、出金リジェクト紙幣の金種及び枚数が不明確
となる。このため、非還流式の紙幣収納庫内に収納された紙幣の金種及び枚数と、制御手
段が管理する非還流式の紙幣収納庫内に存在するとされる紙幣の金種及び枚数とが一致し
なくなる虞がある。本実施形態に係る紙幣取扱装置では、出金リジェクト紙幣を保留する
第二紙幣保留ドラム２９を設けたので、非還流式紙幣収納庫２５内に収納されている紙幣
の金種及び枚数と、制御手段が管理する紙幣の金種及び枚数との間に不一致が生じること
はない。
【００２０】
〔入金・出金時の基本動作〕
　紙幣の入金時、及び出金時における紙幣取扱装置１の基本的な動作について説明する。
＜入金動作＞
　まず、入金時の動作について説明する。図２（ａ）～（ｄ）は、入金時の基本動作を説
明する図である。
　図２（ａ）は、入金～エスクロ待機時の動作を示している。
　入出金部１３より入金された紙幣は、入出金側搬送路Ｐ１を経由して識別搬送路Ｐ３を
下向きに搬送される。識別搬送路Ｐ３を搬送される過程で紙幣は、センタリング部１５に
おいて搬送位置を幅方向中央部に矯正され、識別部１７において真贋及び金種判定される
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。その後、紙幣は折り返し搬送路Ｐ５において搬送方向を変更され、収納側搬送路Ｐ７を
上向きに搬送される。
　識別部１７において還流紙幣（釣り札として利用可能な額面の紙幣）と判定された紙幣
は、予め設定された金種毎に第一還流式紙幣収納庫２１又は第二還流式紙幣収納庫２３に
分岐搬送路Ｐ７１、Ｐ７２を介して収納される。一方、識別部１７において非還流紙幣と
判定された紙幣は、取引が終了するまで第一紙幣保留ドラム２７へ一時保留される。
【００２１】
　図２（ｂ）は、入金リジェクト時の動作を示している。
　識別部１７において金種の識別ができず、入金リジェクト紙幣と判定された紙幣は、識
別搬送路Ｐ３を下流側に搬送され、折り返し搬送路Ｐ５を経て収納側搬送路Ｐ７から入出
金側搬送路Ｐ１に搬送され、入出金部１３から返却される。
　ここで入出金側搬送路Ｐ１部分は、入金時に受け入れた紙幣を識別部１７に向けて搬送
し、入金時に識別部１７において金種の識別ができなかった入金リジェクト紙幣を入出金
部１３に向けて搬送する搬送路である。
　入出金側搬送路Ｐ１に備えられた紙幣搬送用のローラ、ベルト類、及びギヤ類と、これ
らを駆動するモータは、識別搬送路Ｐ３や収納側搬送路Ｐ７と同期を取りながら動作する
が、識別搬送路Ｐ３や収納側搬送路Ｐ７とは独立した搬送系を構成する。つまり、入金リ
ジェクト紙幣が発生した場合、入出金部１３から入金されて識別部１７に向かう他の紙幣
が入出金側搬送路Ｐ１を通過した後、入出金側搬送路Ｐ１は入出金部１３に向けて搬送方
向を逆転され、収納側搬送路Ｐ７からの入金リジェクト紙幣を受け入れて入出金部１３に
向けて搬送する。
【００２２】
　図２（ｃ）は、エスクロ待機～収納時の動作を示している。
　取引が正常に終了した場合、第一還流式紙幣収納庫２１又は第二還流式紙幣収納庫２３
に搬送された入金紙幣はそのまま金種別に各還流式紙幣収納庫内に収納される。一方、第
一紙幣保留ドラム２７に一時保留された複数枚の非還流紙幣は、束のまま一括して入出金
側搬送路Ｐ１内に排出され、入出金側搬送路Ｐ１から連通部Ｐ９を介して収納側搬送路Ｐ
７を下向きに搬送され、分岐搬送路Ｐ７３を介して非還流式紙幣収納庫２５内に収納され
る。
【００２３】
　図２（ｄ）は、エスクロ待機～エスクロ返却時の動作を示している。
　取引中に入金紙幣の返却命令があった場合、第一還流式紙幣収納庫２１又は第二還流式
紙幣収納庫２３に搬送された入金紙幣は、一枚ずつ第一紙幣保留ドラム２７へと搬送され
て一時保留される。なお、第一紙幣保留ドラム２７に先行して一時保留されている非還流
紙幣がある場合は、搬送された紙幣はこの非還流紙幣に重ねて一時保留される。
　第一紙幣保留ドラム２７は全ての返却紙幣を一時保留した後、返却紙幣を第一紙幣保留
ドラム２７から入出金側搬送路Ｐ１に排出する。返却紙幣が複数枚ある場合、第一紙幣保
留ドラム２７は紙幣束を一括して入出金側搬送路Ｐ１に排出する。入出金側搬送路Ｐ１に
排出された返却紙幣は、スイッチバック搬送により入出金部１３へ移送され、返却される
。
【００２４】
＜出金動作＞
　次に、紙幣の出金動作について説明する。図３（ａ）～（ｃ）は、出金時の基本動作を
説明する図である。
　図３（ａ）は、出金保留時の動作を示している。
　紙幣の出金要求があった場合、第一還流式紙幣収納庫２１又は第二還流式紙幣収納庫２
３は出金要求に応じて紙幣を一枚ずつ繰り出す。各紙幣収納庫から繰り出された紙幣は、
収納側搬送路Ｐ７を下向きに搬送され、折り返し搬送路Ｐ５にて１８０度反転された後、
識別搬送路Ｐ３を上向きに搬送される。各紙幣は、識別部１７にて金種判定された後、第
一紙幣保留ドラム２７へ順次一時保留される。
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【００２５】
　図３（ｂ）は、出金リジェクト時の動作を示している。
　識別部１７にてリジェクト判定された出金リジェクト紙幣は、第二紙幣保留ドラム２９
へ保留される。なお、第二紙幣保留ドラム２９に保留された出金リジェクト紙幣は、出金
リジェクト紙幣の回収命令（リジェクト回収命令）があるまで保留される。
　なお、出金リジェクト紙幣の一時保留手段として機能させている第二紙幣保留ドラム２
９を入金リジェクト紙幣の一時保留手段として機能させれば、複数の入金リジェクト紙幣
を一括して返却することができるようになる。
【００２６】
　図３（ｃ）は、出金保留～出金時の動作を示している。
　第一紙幣保留ドラム２７は全ての出金紙幣を一時保留した後、出金紙幣を第一紙幣保留
ドラム２７から入出金側搬送路Ｐ１に排出する。出金紙幣が複数枚ある場合、第一紙幣保
留ドラム２７は紙幣束を一括して入出金側搬送路Ｐ１に排出する。入出金側搬送路Ｐ１に
排出された返却紙幣は、スイッチバック搬送により入出金部１３へ移送され、出金される
。
【００２７】
〔本発明の特徴的な構成〕
　本発明の紙幣取扱装置の特徴的な構成は以下の通りである。
　図１に示すように紙幣取扱装置１は、装置本体１０の前面側に配置されて入金された紙
幣を装置本体１０内に取り込んだり、出金されてくる紙幣を装置本体１０外へ出金する入
出金部１３と、入出金部１３から取り込まれた紙幣を装置本体１０内に搬送したり、出金
紙幣を入出金部１３へ搬送する入出金側搬送路Ｐ１と、入出金側搬送路Ｐ１から搬送され
てきた入金紙幣を識別部１７へ搬送する正逆搬送が可能な識別搬送路Ｐ３と、識別搬送路
Ｐ３を通過した入金紙幣を下流側に搬送する正逆搬送が可能な収納側搬送路Ｐ７と、収納
側搬送路Ｐ７を搬送される入金紙幣を受け容れたり、収容した紙幣を収納側搬送路Ｐ７に
出金する第一還流式紙幣収納庫２１及び第二還流式紙幣収納庫２３（紙幣収納部）と、収
納側搬送路Ｐ７の下流側端部と入出金側搬送路Ｐ１とを連通させる連通部Ｐ９と、入出金
側搬送路Ｐ１と識別搬送路Ｐ３との間に配置された中間搬送路Ｐ２と、中間搬送路Ｐ２に
接続されて装置本体１０外へ延びる延長搬送路１１３を有し、装置本体１０に着脱可能な
オプションユニット１００（第一のオプションユニット：図４）と、を備える。
【００２８】
　上記構成を備えた紙幣取扱装置１の特徴点について説明する。
〔第一の実施形態〕
　第一の実施形態に係る紙幣取扱装置は、装置本体に対して着脱自在な着脱ユニットを備
え、着脱ユニットに代えて各種機能を備えたオプションユニットを装置本体に装着するこ
とによって、紙幣取扱装置の機能を拡張する例である。
【００２９】
　まず、着脱ユニットについて説明する。
＜着脱ユニット＞
　図１に示すように、紙幣取扱装置１は、中間搬送路Ｐ２を含み、装置本体１０に対して
着脱自在な着脱ユニット４０を備える。
　ここで装置本体１０とは、紙幣取扱装置１のうち、以下の実施形態に示す機能拡張用の
オプション部品の着脱による部品の組み替えが行われない部分を意味する。装置本体１０
を構成する各部位は、自在に交換・変更される着脱ユニット４０や、図４に示すようなオ
プションユニット１００、その他のオプション部品とは異なり、紙幣取扱装置１に固定的
な構成である。
　また、本明細書および図面において、装置本体１０の前面、後面は常に一定である。以
下、オプションユニットの前後については、装置本体に装着された状態を前提として、装
置本体の前後方向を基準に説明する。
　着脱ユニット４０は、装置本体１０の後部上方の角部に配置されている。着脱ユニット



(10) JP 2017-16515 A 2017.1.19

10

20

30

40

50

４０には中間搬送路Ｐ２が形成されており、機能拡張用のオプションユニットを装着する
際に装置本体１０から取り外される。また、オプションユニットの非使用時にはこれに代
えて装置本体１０に装着される。着脱ユニット４０は、紙幣を搬送するローラ、ベルト類
、及びギヤ等を備えている。着脱ユニット４０に備えられたギヤが、装置本体１０側のギ
ヤと噛み合うことにより、着脱ユニット４０の搬送系が動作する。
　本例において入出金側搬送路Ｐ１は装置本体１０の最上部に前後方向に伸びるように配
置され、識別搬送路Ｐ３は装置本体１０の後部に上下方向に延びるように配置されており
、中間搬送路Ｐ２は両者を接続する。
【００３０】
＜オプションユニット＞
　着脱ユニット４０に代えて、装置本体１０に対して装着される着脱自在なオプションユ
ニットについて説明する。図４は、オプションユニットを装置本体の上方に設置する機能
拡張例を示す図である。
　オプションユニット１００（１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ）は、搬送路ユニット１１
０（１１０Ａ、１１０Ｂ）と、少なくとも１つのオプション本体１２０（１２０Ａ、１２
０Ｂ）とを備えて構成される。
　搬送路ユニット１１０は、入出金側搬送路Ｐ１と識別搬送路Ｐ３との間に配置される中
間搬送路１１１と、中間搬送路１１１から分岐して上方へ延びる延長搬送路１１３と、を
備える。搬送路ユニット１１０は装置本体１０に着脱可能であり、着脱ユニット４０と交
換可能である。図示する延長搬送路１１３は、搬送路ユニット１１０において上下方向に
延びる搬送路であり、識別搬送路Ｐ３に対して直線的に配置される。また、延長搬送路１
１３のオプション本体１２０側の端部は、搬送路ユニット１１０の前方に向けて開口して
いる。
　オプション本体１２０は、中間搬送路１１１からの紙幣を延長搬送路１１３を介して内
部に受け容れ、及び／又は、延長搬送路１１３を介して中間搬送路１１１へ紙幣を繰り出
すことが可能であり、特定の紙幣処理機能を有する。図４に示したオプション本体１２０
は、搬送路ユニット１１０とは別体構成であるため、延長搬送路１１３（又は延長搬送路
１１３から分岐した連通路１１５）と連通する連通口１２１を備えており、連通口１２１
を介して搬送路ユニット１１０の延長搬送路１１３との間で紙幣を授受する。
【００３１】
　搬送路ユニット１１０及びオプション本体１２０は、紙幣を搬送するローラ、ベルト類
、駆動モータ、ギヤ等の駆動系を備えており、紙幣取扱装置１の各部を制御する上記制御
手段と接続されることにより、制御手段からの命令に応じて動作する。搬送路ユニット１
１０及びオプション本体１２０に装備される駆動系は、装置本体１０側の駆動系と連動す
るように、制御手段によって制御される。また、搬送路ユニット１１０に備えられたギヤ
が、装置本体１０側のギヤと噛み合うことにより、搬送路ユニット１１０の駆動系が動作
する。
　搬送路ユニット１１０とオプション本体１２０とは、別体であってもよいし、一体化さ
れていてもよい。搬送路ユニット１１０とオプション本体１２０とが別体の場合は、図４
（ａ）、（ｂ）に示すように、１つの搬送路ユニット１１０に対して、所望の機能を有す
る複数のオプション本体１２０（補充カセット１２０Ａ又は一括投入装置１２０Ｂ等）を
任意に装着可能である。
【００３２】
＜＜補充カセット＞＞
　図４（ａ）は、オプション本体１２０が紙幣の補充カセット１２０Ａ（又はディスペン
サー）である場合の例である。
　補充カセット１２０Ａは、内部に収納した紙幣を装置本体１０に供給する装置であり、
第一又は第二還流式紙幣収納庫２１、２３に類似する内部構造を有する。補充カセット１
２０Ａには予め紙幣を収納しておき、連通口１２１を後方に向けた状態にて補充カセット
１２０Ａを装置本体１０に載置すると共に、連通口１２１を装置本体１０に装着した搬送
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路ユニット１１０Ａの延長搬送路１１３と連通接続する。
　第一又は第二の還流式紙幣収納庫２１、２３内の還流紙幣がニアエンプティ状態又はエ
ンプティ状態となったときに、補充カセット１２０Ａは制御手段からの命令に基づいて、
内部に保持する紙幣を一枚ずつ連通口１２１から繰り出す。繰り出された紙幣は、延長搬
送路１１３を介して装置本体１０内に導入され、識別部１７に向けて搬送される。識別部
１７にて識別された紙幣は、金種に応じて第一又は第二還流式紙幣収納庫２１、２３内に
収納される。
【００３３】
　或いは、第一又は第二還流式紙幣収納庫２１、２３内の還流紙幣がエンプティ状態であ
る場合は、識別部１７を通過した紙幣を第一又は第二還流式紙幣収納庫２１、２３には収
納せずに直接第一紙幣保留ドラム２７に搬送し、補充カセット１２０Ａをディスペンサー
として使用してもよい。
　また、補充カセット１２０Ａをディスペンサーとして使用する他の使用態様として、第
一及び第二還流式紙幣収納庫２１、２３内に収納されている紙幣とは異なる金種の紙幣を
予め補充カセット１２０Ａに内に収納しておけば、紙幣取扱装置１が釣り札として取り扱
える金種を増加させることができる。
【００３４】
＜＜一括投入オプション＞＞
　図４（ｂ）は、オプション本体１２０が紙幣の一括投入装置１２０Ｂである場合の例で
ある。
　一括投入装置１２０Ｂは、前面に入金された紙幣を受け入れる入金部１２３を備え、後
面に紙幣を延長搬送路１１３に繰り出す連通口１２１を備える。一括投入装置１２０Ｂは
、多枚数の紙幣を重ねた状態で入金部１２３から一括投入することが可能な装置であり、
入金部１２３に投入、或いはセットされた紙幣束から最上部の紙幣を一枚ずつ分離しなが
ら装置内部へ給送する構成を備えている。一括投入装置１２０Ｂは、紙幣束から分離した
紙幣を一枚ずつ連通口１２１から搬送路ユニット１１０Ａに向けて繰り出す。
　補充カセット１２０Ａと同様に、一括投入装置１２０Ｂを装置本体１０に載置すると共
に、連通口１２１を装置本体１０に装着した搬送路ユニット１１０Ａの延長搬送路１１３
と連通接続する。更に、一括投入装置１２０Ｂが入金部１２３を備えることに伴い、装置
本体１０の入出金側搬送路Ｐ１と入出金部１３を出金専用として使用するように組み替え
れば、一括投入オプションを使用可能となる。
【００３５】
＜＜補充カセット及び一括投入オプション＞＞
　オプションユニットは、複数のオプション本体を備えてもよい。図４（ｃ）は、オプシ
ョンユニットが複数のオプション本体を備える例を示す図である。
　オプションユニット１００Ｃは、搬送路ユニット１１０Ｂと、複数のオプション本体と
して、補充カセット１２０Ａと一括投入装置１２０Ｂとを備えている。搬送路ユニット１
１０Ｂは、中間搬送路１１１と延長搬送路１１３と、延長搬送路１１３から分岐して各オ
プション本体の連通口１２１、１２１と連通する複数の連通路１１５、１１５とを備えて
いる。
　一括投入装置１２０Ｂを装置本体１０に載置し、補充カセット１２０Ａを一括投入装置
１２０Ｂに載置すると共に、夫々の連通口１２１、１２１を装置本体１０に装着された搬
送路ユニット１１０Ｂの連通路１１５、１１５と接続する。更に図４（ｂ）と同様に、装
置本体１０に備えられた入出金側搬送路Ｐ１と入出金部１３を出金専用として使用するよ
うに組み替えれば、補充カセット１２０Ａと一括投入装置１２０Ｂの双方を使用可能とな
る。
　以上のように、中間搬送路Ｐ２に接続されて装置本体１０外へ延びる延長搬送路１１３
を上方に延長し、オプション本体１２０を装置本体１０に載置することで、駆動系を含む
装置本体１０側の紙幣搬送路のレイアウトを一切変更することなく、種々のオプション装
置を取り付けて機能拡張することが可能となる。
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【００３６】
＜後面運用オプション＞
　着脱ユニット４０に代えて、装置本体１０に対してオプションユニットを装着すること
により、紙幣取扱装置１を後面運用する例について説明する。図５は、後面運用の例を示
す図である。
　図５（ａ）は、後面運用時の基本構成を示す図である。
　オプションユニット１３０（第一のオプションユニット）は、入出金側搬送路Ｐ１と識
別搬送路Ｐ３との間に配置される中間搬送路１３１と、中間搬送路１３１に接続されて装
置本体１０の後方外部へ延びる延長搬送路１３３と、装置本体１０の後面側に配置されて
、入金された紙幣を延長搬送路１３３内に取り込み、及び／又は、装置本体１０からの紙
幣を延長搬送路を介して出金する後面入出金部１３５を備えている。
　なお、後面運用時には、装置本体１０の前面に装着されていた入出金部１３は取り外さ
れる。
【００３７】
　後面運用時の紙幣処理の概要は以下の通りである。
　後面入出金部１３５から投入された紙幣は、入出金側搬送路Ｐ１まで引き込まれ、その
後スイッチバックにより識別搬送路Ｐ３内に導入される。センタリング部１５、及び識別
部１７を通過した後の紙幣は前面運用時と同様に処理される。出金時の処理は、紙幣の排
出方向が異なるだけで、前面運用時と同様に処理されるため、説明を省略する。
【００３８】
＜＜オプションユニット＞＞
　後面運用を実施する場合でも、紙幣の補充カセットや一括投入装置を装着できる。
　図５（ｂ）、（ｃ）に示すように、後面運用時に装置本体１０に対して着脱されるオプ
ションユニット１４０（１４０Ａ、１４０Ｂ：第二のオプションユニット）は、入出金側
搬送路Ｐ１の前部（前端部）に接続されて、装置本体１０外へ延びる延長搬送路１４３と
、入出金側搬送路Ｐ１からの紙幣を延長搬送路１４３を通じて内部に受け容れ、及び／又
は、延長搬送路１４３を通じて入出金側搬送路Ｐ１へ紙幣を繰り出すオプション本体１５
１（１５１Ａ、１５１Ｂ）とを有する。
　オプションユニット１４０は、装置本体１０の前面側に配置されて入出金側搬送路Ｐ１
の前部と連通接続する連通口１４５を備えており、連通口１４５を介して入出金側搬送路
Ｐ１との間で紙幣をやり取りする。本例に示す延長搬送路１４３は、装置本体１０の前後
方向に延びる入出金側搬送路Ｐ１を装置本体１０の前面側外部において上方に延ばす搬送
路である。オプション本体１５１は、紙幣取扱装置の機能を拡張する特定の紙幣処理機能
を有している。
【００３９】
　本例においてオプションユニット１４０のうち延長搬送路１４３を備える延長搬送路部
分１４１とオプション本体１５１部分とは一体的に構成されているが、図４に示したよう
に、分離可能な別個のユニットとしてもよい。この場合、延長搬送路を含むユニットには
、図４（ｃ）に示す搬送路ユニット１１０Ｂと同様に延長搬送路１１３から分岐した複数
の連通路１１５を形成し、複数のオプション本体を装着可能に構成することも可能である
。また、延長搬送路部分をユニット化した場合には、オプション本体の前後を入れ替える
ことによって、オプション本体を前面運用時にも後面運用時にも兼用して使用することが
可能となる。
【００４０】
　図５（ｂ）は、後面運用時に機能拡張用のオプションユニットとして補充カセット１５
１Ａを含むオプションユニット１４０Ａを装着した例を示している。補充カセット１５１
Ａは、図４（ａ）に示した補充カセット１２０Ａとは基本的な構成及び動作が同一である
ため、詳細な説明を省略する。
　図５（ｃ）は、後面運用時に機能拡張用のオプションユニットとして一括投入装置１５
１Ｂを含むオプションユニット１４０Ｂを装着した例を示している。一括投入装置１５１
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Ｂは、多枚数の紙幣を重ねた状態で紙幣を装置内部に一括投入することが可能な装置であ
り、装置本体１０の後面側から入金された紙幣を受け容れる後面入金部１５３を備えてい
る。一括投入装置１５１Ｂは、後面入金部１５３から内部に受け容れた紙幣を連通口１４
５を介して入出金側搬送路Ｐ１に繰り出す。一括投入装置１５１Ｂは、図４（ｂ）に示し
た一括投入装置１２０Ｂとは基本的な構成及び動作が同一であるため、詳細な説明を省略
する。一括投入装置１５１Ｂを装着する場合、後面入出金部１３５は出金専用として使用
される。
【００４１】
　以上のように、本実施形態においては中間搬送路Ｐ２に接続されて装置本体１０外へ延
びる延長搬送路１３３を後方に延長して後面入出金部１３５を形成した。また、入出金側
搬送路Ｐ１に接続されて装置本体１０外へ延びる延長搬送路１４３を前部上方に延長して
、オプション本体１５１を装置本体１０に載置した。本実施形態においても、駆動系を含
む装置本体１０側の紙幣搬送路のレイアウトを一切変更することなく、種々のオプション
装置を取り付けて機能拡張することが可能となる。
【００４２】
〔第二の実施形態〕
　図６は、第二の実施形態に係る紙幣取扱装置のオプションユニット装着例を示す図であ
る。
　紙幣取扱装置２（２Ａ、２Ｂ）の装置本体１０は、着脱ユニットを備えていない点で第
一の実施形態と相違する。即ち、本例における装置本体１０は、中間搬送路Ｐ２から分岐
して装置本体１０外面に設けた開口部１６２（１６２Ａ、１６２Ｂ）へ延びる接続搬送路
１６１（１６１Ａ、１６１Ｂ）を備えている。また、装置本体１０に対しては、オプショ
ンユニット１６０（１６０Ａ、１６０Ｂ：第三のオプションユニット）が着脱可能となっ
ている。オプションユニット１６０は、開口部１６２を介して接続搬送路１６１と連通す
る延長搬送路１６３（１６３Ａ、１６３Ｂ）を有している。なお、装置本体１０の開口部
１６２は、オプションユニット１６０の非装着時には、装置本体１０外に露出しないよう
にカバー部材によって隠蔽される。
【００４３】
　図６（ａ）に示す紙幣取扱装置２Ａは、装置本体１０の後部、上面側に開口した開口部
１６２と、開口部１６２に向けて中間搬送路Ｐ２から上方に延びる接続搬送路１６１Ａと
を設けた例である。オプションユニット１６０Ａは、上下方向に延びて接続搬送路１６１
Ａと開口部１６２を介して連通接続する延長搬送路１６３Ａを備えており、装置本体１０
に載置して使用される。なお、本図にはオプションユニットとして補充カセットを例示し
ている。なお、オプションユニット１６０Ａのうち、延長搬送路１６３Ａ部分とオプショ
ン本体部分とを一体的に構成してもよいし、分離可能な別個のユニットとしてもよい。
　図６（ｂ）に示す紙幣取扱装置２Ｂは、装置本体１０の上部、後面側に開口した開口部
１６２と、開口部１６２に向けて中間搬送路Ｐ２から後方に延びる接続搬送路１６１Ｂと
を設けた例である。オプションユニット１６０Ｂは、前後方向に延びて接続搬送路１６１
Ｂと開口部１６２を介して連通接続する延長搬送路１６３Ｂを備えており、装置本体１０
の後面に装着して使用される。なお、本図にはオプションユニットとして延長搬送路１６
３Ｂと後面入出金部１６５とを備えた後面運用オプションを例示している。
【００４４】
　以上のように、紙幣取扱装置２は、中間搬送路Ｐ２に対してオプションユニット１６０
の延長搬送路１６３を接続する接続搬送路１６１を装置本体１０内に備えたので、装置本
体１０に備えられた紙幣搬送路のベルト、モータ類を含む駆動搬送系のレイアウトを一切
変更することなく、各種のオプションユニットを装着して機能拡張が可能である。
【００４５】
〔第三の実施形態〕
　図７は、オプションユニットの他の構成例を示す図である。図７（ａ）はオプションユ
ニット装着前の紙幣取扱装置を示し、図７（ｂ）はオプションユニット装着後の紙幣取扱
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装置を示している。
　図７（ａ）に示すように、紙幣取扱装置３の着脱ユニット５０は、中間搬送路Ｐ２とセ
ンタリング部１５とを含んで構成されている。
　図７（ｂ）に示すように、着脱ユニット５０に代えて装置本体１０に装着されるオプシ
ョンユニット１７０は、紙幣取扱装置３を後面運用するためのユニットである。オプショ
ンユニット１７０は、入出金側搬送路Ｐ１と識別搬送路Ｐ３との間に配置される中間搬送
路１７１と、中間搬送路１７１を介して入出金側搬送路Ｐ１を後方に延長する後面入出金
側搬送路１７３と、後面入出金側搬送路１７３の後部（後端部）に配置された後面入出金
部１７５と、後面入出金側搬送路１７３から分岐して識別搬送路の直上流に接続するセン
タリング搬送路１７７と、センタリング搬送路１７７内に配置されて後面入出金部１７５
から入金された紙幣をセンタリングするセンタリング部１５と、を備える。なお、装置本
体１０の前面に装着されていた入出金部１３は取り外される。
【００４６】
　本例における後面運用時の紙幣処理の概要は以下の通りである。
　後面入出金部１７５から投入された紙幣は、後面入出金側搬送路１７３から分岐したセ
ンタリング搬送路１７７内に導入され、センタリング部１５にてセンタリングされた後、
識別搬送路Ｐ３へと導入される。識別部１７を通過した後の紙幣は前面運用時と同様に処
理される。出金時の処理は、紙幣の排出方向が異なるだけで、前面運用時と同様に処理さ
れるため、説明を省略する。
　本例においては、センタリング部１５を中間搬送路Ｐ２と共に着脱ユニット５０内に配
置して着脱自在に構成した。そして、オプションユニット１７０には、着脱ユニット５０
と同様に入出金側搬送路Ｐ１と識別搬送路Ｐ３とを接続する中間搬送路１７１を設けると
共に、後面入出金側搬送路１７３から分岐して中間搬送路１７１の適所に接続するセンタ
リング搬送路１７７内にセンタリング部１５を配置した。センタリング部１５を配置した
センタリング搬送路１７７を中間搬送路１７１（又は識別搬送路Ｐ３）とは独立的に配置
したので、紙幣の入金時にスイッチバック制御が不要となり、紙幣の入金時の処理を簡略
化できる。
【００４７】
〔他の機能拡張例〕
　図８は、紙幣収納庫の容量を拡大する機能拡張例を示す図である。
　図１に示す機能拡張前において、装置本体１０の最下部には紙幣収納部を構成する紙幣
収納庫のうち、紙幣の受け容れ専用の非還流式紙幣収納庫２５Ａ（第一の非還流式紙幣収
納庫）が配置されている。図８に示すように非還流式紙幣収納庫２５Ａは、この収納庫よ
りも大容量の非還流式紙幣収納庫２５Ｂ（第二の非還流式紙幣収納庫）に交換可能となっ
ている。ここで、装置本体１０に底面には底面に開口３１が設けられており、非還流式紙
幣収納庫２５Ｂは装置本体１０に装着されたときに開口３１から下方に突出する。非還流
式紙幣収納庫２５Ｂは、装置本体１０の開口３１から下方に突出している分、非還流式紙
幣収納庫２５Ａに比べて紙幣の収納容量が拡大されている。
　このように、装置本体１０の最下部に配置した紙幣収納庫を装置本体１０の底面よりも
下方に延長することによって、駆動系を含む紙幣搬送路全体のレイアウトを一切変更する
ことなく、紙幣収納庫の収納容量の拡大を図ることができる。なお、容量拡大対象となる
紙幣収納庫は、還流式紙幣収納庫でもよいし、その他の紙幣収納庫でもよい。
【００４８】
〔本発明の実施態様例と作用、効果のまとめ〕
＜第一の実施態様＞
　本態様は、装置本体１０の上部に配置され、前後方向に紙幣を搬送する上部側紙幣搬送
路（入出金側搬送路Ｐ１）と、装置本体の後面側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する
後面側紙幣搬送路（識別搬送路Ｐ３）と、後面側紙幣搬送路より装置本体の内側に配置さ
れ、上下方向に紙幣を搬送する内側紙幣搬送路（収納側搬送路Ｐ７）と、上部側紙幣搬送
路と後面側紙幣搬送路との間に配置されて両搬送路と連通する中間搬送路Ｐ２と、後面側
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紙幣搬送路の下端と内側紙幣搬送路の下端とを連通する折り返し搬送路Ｐ５と、上部側紙
幣搬送路から分岐して内側紙幣搬送路の上端と連通する連通部Ｐ９と、後面側紙幣搬送路
を通過する紙幣を識別する識別部１７と、内側紙幣搬送路を搬送される紙幣を受け容れた
り、収容した紙幣を内側紙幣搬送路に出金する紙幣収納部（２１、２３、２５）と、を備
えた紙幣取扱装置１であって、中間搬送路を含む着脱ユニット４０を装置本体から着脱可
能とすると共に、中間搬送路と該中間搬送路から分岐した延長搬送路１１３とを有し装置
本体に着脱可能とした第一のオプションユニット１００を、着脱ユニットと交換可能とし
たことを特徴とする。
【００４９】
　本態様においては、オプションユニット装着用のスペースを装置本体内に設けていない
ため、装置本体の巨大化を防止できる。仮にオプションユニット装着用のスペースを装置
本体内に設けた場合、装着可能なオプションユニットはオプションユニット装着用スペー
スの形状や大きさの制限を受けることとなる。しかし、本態様においては、オプションユ
ニットを装置本体の外部に装着する構成としたので、装置本体に対して装着するオプショ
ンユニットの種類、形状、及び数量等を自由に設定することができる。その結果、市場ニ
ーズに柔軟に対応することができる。
　また、本態様においては、上部側紙幣搬送路と後面側紙幣搬送路との間に配置された中
間搬送路に対してオプションユニットの延長搬送路を接続する構成とした。このため、装
置本体側に設けた紙幣搬送路、具体的に例示すれば上部側紙幣搬送路、後面側紙幣搬送路
、及び内側紙幣搬送路について、駆動系を含むレイアウトを一切変更することなく、種々
のオプション装置を取り付けて機能拡張することが可能となる。
　本態様において、中間搬送路は装置本体から分離可能に構成されている。第一のオプシ
ョンユニットの非使用時には、中間搬送路を備えた着脱ユニットを装置本体に装着するこ
とで、紙幣取扱装置は最小構成となる。また、中間搬送路が装置本体に対して着脱可能な
ので、中間搬送路に対する延長搬送路の接続位置、及び延長搬送路の延在方向は、第一の
オプションユニットにおいて自由に設定される。その結果、装置本体に対するオプション
ユニットの装着位置や、複数のオプション本体を装着する場合の配置（積層方向）を、紙
幣取扱装置の使用態様に応じて自在に設定することができる。
【００５０】
＜第二の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置１において、第一のオプションユニット１００は、延長搬送
路１１３から紙幣を内部に受け容れ、及び／又は、延長搬送路へ紙幣を繰り出す少なくと
も１つのオプション本体１２０を更に備えたことを特徴とする。
　オプション本体は特定の紙幣処理機能を有する装置であり、例えば、補充カセット１２
０Ａや、一括投入装置１２０Ｂ等である。装置本体１０に装着されるオプショユニットは
単数でも複数でもよい。例えば、延長搬送路を上方に延長する場合には、オプション本体
を装置本体上に順次重ねていくことで、複数の紙幣処理機能を追加することができる。な
お、延長搬送路を後方に延長し、複数のオプション本体を装置本体の後方に順次並べるこ
とによって、複数の紙幣処理機能を追加する構成としてもよい。
【００５１】
＜第三の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置１は、オプション本体の１つ（一括投入装置１２０Ｂ）が、
入金された紙幣を取り込む入金部１２３を備えたことを特徴とする。
　オプション本体は、装置本体との間で紙幣を授受するだけではなく、外部から紙幣を受
け入れる装置としてもよい。この場合、オプションユニットの装着前に入金部として機能
させていた部位は、取り外すか入金部としての機能を失わせる。例えば、図１に示す例に
おいて紙幣の入出金を行っていた入出金部１３は、図４（ｂ）のように入金部１２３を備
えた一括投入装置１２０Ｂを装着した場合に出金専用として使用するように組み替えられ
る。
【００５２】
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＜第四の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置１において、第一のオプションユニット１３０は、装置本体
１０の後面側に配置されて、入金された紙幣を延長搬送路１３３内に取り込み、及び／又
は、装置本体からの紙幣を延長搬送路を介して出金する後面入出金部１３５を備えたこと
を特徴とする。
　本態様のように、装置本体には第一のオプションユニットとして、紙幣取扱装置を後面
運用するためのユニットを装着することが可能である。本態様に係る紙幣取扱装置では、
中間搬送路と接続する延長搬送路を例えば後方に延長して、後面入出金部を設けることで
紙幣取扱装置を後面運用することができる。なお、後面運用する場合、上方に延長した延
長搬送路に対して、後方に開口した入出金口を有する後面入出金部を接続する構成として
もよい。
【００５３】
＜第五の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置１において第一のオプションユニット１３０は、装置本体１
０の後面側に配置されて、入金された紙幣を延長搬送路１３３内に取り込み、及び／又は
、装置本体からの紙幣を延長搬送路を介して出金する後面入出金部１３５を備えたもので
あり、装置本体の前面側に配置されて上部側紙幣搬送路（入出金側搬送路Ｐ１）の前部と
連通する連通口１４５を備え、該連通口を介して上部側紙幣搬送路からの紙幣を内部に受
け容れ、及び／又は、上部側紙幣搬送路へ紙幣を繰り出す第二のオプションユニット１４
０を備えたことを特徴とする。
　本態様に係る紙幣取扱装置１においては、紙幣取扱装置を後面運用する場合であっても
種々のオプションユニットを装着可能である。この場合、前面運用時に入出金部が設けら
れていた上部側紙幣搬送路の前部において、装置本体１０とオプションユニットとの間で
紙幣をやり取りする。なお、第二のオプションユニット１４０は、第一のオプションユニ
ット１００と同様に、特定の紙幣処理機能を有したオプション本体を複数個備える構成と
することができる。
【００５４】
＜第六の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置１において、第二のオプションユニット（一括投入装置１５
１Ｂ）は、後面側から入金された紙幣を受け容れる後面入金部１５３を備え、該後面入金
部から内部に受け容れた紙幣を連通口１４５を介して上部側紙幣搬送路（入出金側搬送路
Ｐ１）に繰り出すことを特徴とする。
　第一のオプションユニットを装着して紙幣取扱装置を後面運用する場合に、更に後面入
金部を備えた第二のオプションユニットを追加してもよい。この場合、入出金用に機能さ
せていた第一のオプションユニットの後面入出金部１３５を出金専用として使用するよう
に組み替える。
【００５５】
＜第七の実施態様＞
　本態様は、装置本体１０の上部に配置され、前後方向に紙幣を搬送する上部側紙幣搬送
路（入出金側搬送路Ｐ１）と、装置本体の後面側に配置され、上下方向に紙幣を搬送する
後面側紙幣搬送路（識別搬送路Ｐ３）と、後面側紙幣搬送路より装置本体の内側に配置さ
れ、上下方向に紙幣を搬送する内側紙幣搬送路（収納側搬送路Ｐ７）と、上部側紙幣搬送
路と後面側紙幣搬送路との間に配置されて両搬送路と連通する中間搬送路Ｐ２と、後面側
紙幣搬送路の下端と内側紙幣搬送路の下端とを連通する折り返し搬送路Ｐ５と、上部側紙
幣搬送路から分岐して内側紙幣搬送路の上端と連通する連通部Ｐ９と、後面側紙幣搬送路
を通過する紙幣を識別する識別部１７と、内側紙幣搬送路を搬送される紙幣を受け容れた
り、収容した紙幣を内側紙幣搬送路に出金する紙幣収納部（２１、２３、２５）と、を備
えた紙幣取扱装置２であって、中間搬送路から分岐して装置本体外面に設けた開口部１６
２へ延びる接続搬送路１６１と、装置本体に着脱可能とした第三のオプションユニット１
６０とを備え、第三のオプションユニットは、装置本体に装着したときに開口部を介して
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接続搬送路と連通する延長搬送路１６３を有していることを特徴とする。
【００５６】
　本態様は第一の実施態様と同様に、オプションユニット装着用のスペースを装置本体内
に設けていないため、装置本体の巨大化を防止できる。仮にオプションユニット装着用の
スペースを装置本体内に設けた場合、装着可能なオプションユニットはオプションユニッ
ト装着用スペースの形状や大きさの制限を受けることとなる。しかし、本態様においては
、オプションユニットを装置本体の外部に装着する構成としたので、装置本体に対して装
着するオプションユニットの種類、形状、及び数量等を自由に設定することができる。そ
の結果、市場ニーズに柔軟に対応することができる。
【００５７】
　また、本態様においては、上部側紙幣搬送路と後面側紙幣搬送路との間に配置された中
間搬送路に対してオプションユニットの延長搬送路を接続する構成とした。このため、装
置本体側に設けた紙幣搬送路、具体的に例示すれば上部側紙幣搬送路、後面側紙幣搬送路
、及び内側紙幣搬送路について、駆動系を含むレイアウトを一切変更することなく、種々
のオプション装置を取り付けて機能拡張することが可能となる。
　本態様は第一の実施形態と異なり、中間搬送路は装置本体から分離不能に構成されてい
る。従って、オプションユニットの装着の際には、装置本体に予め設けられた接続搬送路
にオプションユニットの延長搬送路を接続する。最小構成の紙幣取扱装置から機能を拡張
する場合であっても、着脱ユニットのような余剰のユニットが発生しない。
【００５８】
＜第八の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置２において、開口部１６２Ｂは装置本体１０後面側に開口し
ており、第三のオプションユニット１６０Ｂは、装置本体の後面側に配置され、入金され
た紙幣を延長搬送路１６３Ｂ内に取り込み、及び／又は、装置本体からの紙幣を開口部及
び延長搬送路を介して出金する後面入出金部１６５を備えたことを特徴とする。
　本態様において、装置本体には第三のオプションユニットとして、紙幣取扱装置を後面
運用するためのユニットを装着することが可能である。本態様に係る紙幣取扱装置では、
装置本体の後面側に開口した開口部に対して、後方に延びる延長搬送路を接続する。
【００５９】
＜第九の実施態様＞
　本態様に係る紙幣取扱装置１は、紙幣収納部を構成すると共に装置本体１０の最下部に
配置した紙幣の受け容れ専用の第一の非還流式紙幣収納庫２５Ａと、装置本体の底面に設
けた開口３１と、を備え、第一の非還流式紙幣収納庫を、第一の非還流式紙幣収納庫より
も大容量であり、且つ開口から下方に突出する第二の非還流式紙幣収納庫２５Ｂと交換可
能としたことを特徴とする。
　本態様においては、装置本体の最下部に配置した紙幣収納庫を下方に延長することによ
って、駆動系を含む紙幣搬送路全体のレイアウトを一切変更することなく、紙幣収納部の
収納容量の拡大を図ることができる。
【符号の説明】
【００６０】
　１、２、３…紙幣取扱装置、１０…装置本体、１１…筐体、１３…入出金部、１５…セ
ンタリング部、１７…識別部、２１…第一還流式紙幣収納庫、２３…第二還流式紙幣収納
庫、２５…非還流式紙幣収納庫、２７…第一紙幣保留ドラム、２９…第二紙幣保留ドラム
、３１…開口、４０、５０…着脱ユニット、１００…オプションユニット、１１０…搬送
路ユニット、１１１…中間搬送路、１１３…延長搬送路、１２０…オプション本体、１３
０…オプションユニット、１３１…中間搬送路、１３３…延長搬送路、１３５…後面入出
金部、１４０…オプションユニット、１４３…延長搬送路、１４５…連通口、１５１…オ
プション本体、１６０…オプションユニット、１６１…接続搬送路、１６２…開口部、１
６３…延長搬送路、１６５…後面入出金部、１７０…オプションユニット、１７１…中間
搬送路、１７３…後面入出金側搬送路、１７５…後面入出金部、１７７…センタリング搬
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送路、Ｐ１…入出金側搬送路、Ｐ２…中間搬送路、Ｐ３…識別搬送路、Ｐ５…折り返し搬
送路、Ｐ７…収納側搬送路、Ｐ７１、Ｐ７２、Ｐ７３…分岐搬送路、Ｐ９…連通部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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